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在
京
白
堊
会
の
暮
れ
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た
白
堊
芸
術
祭

は
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
、
大
好
評
で
感
動

の
嵐
に
包
ま
れ
た
野
口
田
鶴
子
さ
ん
の
朗
読
会
を
今
年
も
芸

術
祭
会
場
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。更
に
今
年
か
ら
は
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
も
開
催
し
、
出
展
者
同
士
の
交
歓

の
み
な
ら
ず
、
広
く
皆
様
の
参
加
を
得
て
、
歓
談
の
場
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
御
期
待
く
だ
さ
い
。

木

土

2010白堊芸術祭
●10月30日（土）ル・サロン・ブラン「陶芸教室」
　 （場所：日本陶芸倶楽部（神宮前・東郷神社境内） ＜1面＞

●11月6日（土）中世城郭探訪
 　（場所：岩櫃城（群馬県東吾妻町） ＜2面＞

●11月12日（金）「第8回 在京白堊会ゴルフ大会」
　 （場所：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎　（茨城県龍ケ崎市） ＜3面＞

●12月2（木）～4日（土）「第3回 白堊芸術祭」
 　（場所：画廊アート・ロベ　（銀座1丁目） ＜1面＞

●平成23年 2月6日（日）「歌の新年会」
　 （場所：バー「スリーアロー」（銀座８丁目） ＜2面＞

〈2010年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉

第
3
回 
白
堊
芸
術
祭 

銀
座
で
開
催

●
開
催
期
間　

12
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

２
日（
木
）12
：
00
〜
18
：
00

　
　
　
　
　
　

３
日（
金
）11
：
00
〜
18
： 

00

　
　
　
　
　
　

４
日（
土
）11
：
00
〜
17
： 

00

●
会
場　

画
廊
ア
ー
ト
・
ロ
ベ
（
〒
１
０
４--

０

０
６
１ 

中
央
区
銀
座
１-

５--

１ 

第
３
太
陽
ビ
ル

５
階　

電
話
０
３-

３
５
６
４-

３
２
５
３
）

●
募
集
作
品　

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず（
歌
、
句
等

は
色
紙
等
に
書
い
て
、掲
示
で
き
る
体
裁
に
て
出

展
。不
明
な
点
は
在
京
白
堊
会
事
務
局
に
）

●
出
展
点
数　

一
人
一
点

●
出
展
料　

無
料（
但
し
、
作
品
の
搬
出
入
及
び

展
示
額
等
、展
示
に
か
か
る
費
用
は
全
て
出
展
者

の
負
担
）

●
出
展
資
格　

在
京
白
堊
会
員

●
年
会
費　

在
京
白
堊
会
22
年
度
年
会
費
２
千

円
を
、同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お
納
め
下
さ
い
。

●
搬
入　

12
月
１
日（
水
）11:

00
〜
15:

00
の
間
に

会
場
へ
直
接
持
込
む
か
宅
送
。（
期
日
及
び
時
間

厳
守
）※

飾
り
付

け
は
画
廊
が
実
施

●
搬
出
　
12
月
４

日
（
土
）
17:

00
〜

18:
00
の
間
に
直
接

引
取
り
に
来
る
か

宅
送
を
依
頼
（
期

日
及
び
時
間
厳

守
）※

宅
送
を
依

頼
す
る
者
は
、
上

記
時
間
帯
に
画
廊

に
出
向
い
て
自
分
で
梱
包
の
こ
と
。

●
案
内
状　

出
展
者
に
は
10
枚
の
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
が
、
更
に
必
要
な
場
合
は
、
出
展
申

込
時
に
所
要
枚
数
を
明
記
の
こ
と
。

●
出
展
申
込　

次
の
事
項
を
明
記
（
様
式
自
由
）

し
て 

11
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
在
京
白
堊
会
事
務

局
へ（
電
話
連
絡
不
可
） 

①
氏
名 

②
卒
業
年
次 

③

連
絡
先
住
所
及
び
電
話
番
号 

④
出
展
す
る
ジ
ャ

ン
ル 

⑤
タ
イ
ト
ル 

⑥
寸
法
（
絵
画
の
場
合
は
号

数
）⑦
作
品
の
搬
出
入
の
詳
細
（
持
込
・
引
取
・

宅
送
等
の
別
）⑧
案
内
状
の
必
要
枚
数 

⑨
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
の
有
無
及
び
参
加

人
数（
高
校
生
以
下
は
明
記
）

〈
朗
読
会
〉

　

昨
年
と
同
じ
く
、
野
口
田
鶴
子
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）

に
よ
る
宮
沢
賢
治
と
五
行
歌
の
作
品
の
朗
読
が

行
わ
れ
ま
す
。今
年
も
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
感
動

を
体
験
さ
れ
て
下
さ
い
。（
全
て
立
席
で
椅
子
席

は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
日
時　

12
月
2
日（
木
）　　
　
　
　

　
　
　
　

15
：
00
、17
：
00
の
２
回
公
演

〈
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
〉

●
日
時　

12
月
2
日（
木
）18:

00
〜
20:

30

●
会
場
「
一
瑳　

銀
座
店
」
中
央
区
銀
座
１-

２-

４　

電
話
０
３-

５
５
２
４-

７
０
１
３（
芸
術
祭

会
場
の
近
傍
）

●
参
加
費　

４
千
円
。作
品
出
展
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
が
、
同
伴
者
も

同
額
の
参
加
費
が
必
要
（
但
し
未
就
学
児
童
は

無
料
、
小
学
生
〜
高
校
生
は
２
千
円
）当
日
、
会

場
に
て
申
し
受
け
ま
す
。

●
参
加
申
込　

作
品
を
出
展
さ
れ
な
い
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
の
み
に
参
加
さ
れ
る

方
は
、
11
月
12
日（
金
）ま
で
に
、
参
加
者
の
氏
名

及
び
人
数
を
在
京
白
堊
会
事
務
局
へ
。

　

日
本
陶
芸
倶
楽
部
は
細
川
護
煕
元

首
相
も
学
ん
だ
名
門
陶
芸
倶
楽
部
。

ア
マ
チ
ュ
ア
作
品
展
を
鑑
賞
し
て
か

ら
作
陶
体
験
を
し
ま
す
。
芸
術
の
秋

の
一
日
を
、
日
本
文
化
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
30
日（
土
）14
時
〜

●
場
所
　
日
本
陶
芸
倶
楽
部 

渋
谷
区
神
宮
前
１-

５ 
東
郷
神
社
境
内　

電
話
０
３-

３
４
０
２-

３

６
３
４ 「

陶
芸
教
室
」

５

平
成
22
年
10
月
30
日（
土
）

鑑
賞
と
作
陶
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

●
集
合
場
所
等　

３
階
展
示
会
場
に
13
時
ま
で

に
集
合
。作
品
鑑
賞
後
、作
陶
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

●
参
加
費　

５
千
円

（
在
京
白
堊
会
平
成

22
年
度
年
会
費
２
千

円
を
含
む
）

●
申
込　

10
月
28
日

（
木
）ま
で
に
在
京
白

堊
会
事
務
局
へ
。

●
参
加
資
格　

在
京

白
堊
会
非
会
員
の
参

加
も
可
能
で
す
。

昨年の野口田鶴子さんの朗読風景及川昭伍元会長が学ばれた倶楽部です

年々充実する「白堊芸術祭」（写真は昨年度）

出展者募集
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〈
見
学
先
〉
岩
櫃
城
（
い
わ
び
つ
じ
ょ
う
）

　

南
北
朝
時
代
、
岩
櫃
山
（
群
馬

県
東
吾
妻
町
）
の
中
腹
に
在
地
土

豪
の
手
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
岩
櫃

城
は
、
武
田
信
玄
の
命
を
受
け
た

真
田
幸
隆
が
謀
略
に
よ
っ
て
攻
略

し
た
後
、
堅
固
な
山
城
に
修
築
さ

れ
た
。
後
年
、
甲
斐
が
信
長
の
侵

攻
に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
真
田
昌
幸

（
幸
隆
の
三
男
。
幸
村
の
父
）
は

武
田
勝
頼
に
岩
櫃
城
に
落
ち
延
び

る
こ
と
を
進
言
し
た
が
、
勝
頼
は

外
様
の
真
田
氏
で
は
な
く
て
、
縁

戚
で
あ
る
小
山
田
氏
の
居
城
岩
殿

城
（
山
梨
県
大
月
市
）
を
頼
っ
て

甲
府
を
後
に
し
た
。
し
か
し
小
山

田
氏
の
違
背
に
遭
っ
て
勝
頼
は
妻

子
と
わ
ず
か
の
主
従
と
共
に
行
き

場
を
な
く
し
、
山
中
で
自
刃
し
て

名
門
武
田
氏
は
滅
亡
し
た
。

　

そ
の
後
、
徳
川
勢
の
城
攻
め
を

自
身
が
築
城
し
た
上
田
城
で
ニ
度

も
撃
退
し
た
謀
将
真
田
昌
幸
が
、

信
長
の
大
軍
を
迎
え
撃
つ
だ
け
の

守
り
を
確
信
し
て
い
た
堅
城
岩
櫃

城
の
全
貌
を
見
る
。

真
田
一
族
の
故
地
を
訪
ね
る

第
８
回
中
世
城
郭
探
訪　

│ 

平
成
22
年
11
月
６
日（
土
）│

ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
歌
を
楽
し
む

白
堊
有
志
で「
歌
の
新
年
会
」│ 

平
成
23
年
２
月
６
日（
日
）│

〈
開
催
要
領
〉

●
期
日　

11
月
６
日
（
土
）

●
行
動　

◆
往
路
▽
上
野
駅
発
07
：
20
（
特
急
・

草
津
１
号
）
群
馬
原
町
駅
着
09
：27　
◆
復
路
▽

群
馬
原
町
駅
発 

15
：
12
（
特
急
・
草
津
４
号
）

上
野
駅
着 

17
：
20
（
注
：
往
復
の
指
定
券
は
一

括
し
て
購
入
し
ま
す
の
で
、
途
中
駅
で
の
乗
下

車
、
現
地
集
合
ま
た
は
解
散
を
希
望
の
方
は
申

込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
乗
車
券
は

各
自
で
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
参
加
費　

特
急
指
定
券
代
を
当
日
、
申
し
受

け
ま
す
。
在
京
白
堊
会
22
年
度
年
会
費
未
納
の

方
は
、
当
日
、
納
付
さ
れ
て
下
さ
い
。

※

（
ご
注
意
）10
月
６
日
以
降
、
取
消
料
発
生
。

●
参
加
資
格　

在
京
白
堊
会
非
会
員
の
参
加
も

可
能
で
す
。

●
申
込　

10
月
１
日（
金
）ま
で
に
在
京
白
堊
会

事
務
局
へ
。

〈
２
０
１
１
年
春
季
催
行
〉

甲
斐
武
田
氏
興
亡
の
跡
を
辿
る

　

早
春
の
雪
を
頂
く
富
士
山
を
眺
め

な
が
ら
、
春
本
番
の
甲
斐
路
を
散

策
し
、
武
田
氏
興
亡
の
跡
を
辿
る
。

〈
開
催
要
領
〉

●
期
日　

平
成
23
年
４
月
９
日（
土
）〜
10
日（
日
）

●
行
動   

◆
一
日
目
▽
新
宿
駅
発
10
：
00
（
あ

ず
さ
11
号
）
甲
府
駅
着
11
：
28　

躑
躅
ケ
崎
館
、

信
玄
墓
所
、
要
害
山
城
見
学
後
、
宿
泊
（
信
玄

の
隠
し
湯
に
浸
か
っ
た
後
、
懇
親
会
）◆
二
日
目

▽
午
前 

新
府
城
、
午
後 

甲
府
城
見
学 

甲
府
駅
発

15
：
03
（
あ
ず
さ
20
号
）
新
宿
駅
着
16
：
36

※

往
復
と
も
八
王
子
駅
で
の
乗
降
が
可
能
（
復

路
は
立
川
駅
で
も
下
車
可
能
）。
現
地
で
の
集

合
ま
た
は
解
散
、
一
日
の
み
の
参
加
、
懇
親
会

の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
往
復
の
指
定
券
は
一
括
し

て
購
入
し
ま
す
が
、
乗
車
券
は
各
自
で
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
服
装　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
出
来
る
服
装
。

●
参
加
資
格　

在
京
白
堊
会
非
会
員
の
参
加
も

可
能
で
す
。

●
参
加
費　

約
２
万
円
（
往
復
の
特
急
指
定
券

及
び
宿
泊
代
、
並
び
に
在
京
白
堊
会
23
年
度
年

会
費
２
千
円
を
含
む
。乗
車
券
は
各
自
で
購
入
）。

※

（
ご
注
意
）３
月
９
日
以
降
、
一
部
取
消
料
が

発
生
。

●
申
込　

３
月
４
日
（
金
）ま
で
に
在
京
白
堊
会

事
務
局
へ

新府城跡から望む富士山

積水寺と要害山城ピアノ伴奏で歌う参加者

「歌の祭り」参加者（H22.6.30）

   「
歌
の
祭
り
」
ク
ラ
ブ
は
、
来
年

２
月
、「
歌
の
新
年
会
」
を
開
催
し

ま
す
。「
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
合
唱

や
独
唱
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
の

が
こ
の
催
し
の
趣
旨
で
す
。
歌
の

大
好
き
な
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
ま
す
。

〈
第
３
回「
歌
の
祭
り
」活
動
報
告
〉

　24
名
が
参
加
し
賑
や
か
に
開
催

　

第
３
回
「
歌
の
祭
り
」
が
、
６
月

30
日
（
水
）
に
洋
風
居
酒
屋
ボ
ナ

〈
開
催
要
領
〉

●
開
催
日
時　

平
成
23
年
２
月
６
日（
日
）、　

12
時
集
合　

17
時
解
散
予
定

●
開
催
会
場　

バ
ー
「
ス
リ
ー
ア
ロ
ー
」　　

住
所　

東
京
都
中
央
区
銀
座
８-
２-
14　

竜
王

ビ
ル
３
階　

電
話
０
３-

３
５
７
２-
９
６
４
８

●
会
費　

６
千
円
（
在
京
白
堊
会
22
年
度
年

会
費
２
千
円
を
含
む
）

●
申
込　

11
月
末
。
参
加
申
込
の
方
へ
は
、

詳
細
な
ご
案
内
を
別
途
お
送
り
致
し
ま
す
。

な
お
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
歌
（
一
人
２
曲
ま
で
）

を
希
望
す
る
方
は
、
こ
の
日
ま
で
に
早
坂
宛

に
楽
譜
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

早
坂
ま
た
は
阿
部
ま
で
。　

▽
早
坂
光
平
（
31
年
卒
）　

TEL/FAX 　

０
３-

３
９
３
２-

２
７
２
５

メ
ー
ル　

hayak@
jcom
.hom
e.ne.jp

住
所　

〒
１
７
５- 

０
０
８
２ 

東
京
都
板
橋
区

高
島
平
８-

27-

11-

２
０
７

▽
阿
部
克
行
（
31
年
卒
）　

TEL/FAX 　

０
４
３ - 

２
７
９ - 

４
７
０
７

住
所　

〒
２
６
１-

０
０
１
１   

千
葉
県
千
葉
市

美
浜
区
真
砂
２-

23-

９-

５
０
３

ペ
テ
ィ
に
24
名
が
集
ま
っ
て
賑
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
代
も
22

年
卒
か
ら
43
年
卒
ま
で
と
、
幅
広
い

年
次
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
軽
い
昼
食
を
と
り
な
が

ら
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
を
し
た

後
、
校
歌
を
皮
切
り
に
「
遥
か
な

友
に
」
や
啄
木
の
歌
な
ど
を
全
員

で
合
唱
。
35
年
卒
の
蒲
生
美
津
子

さ
ん
が
本
居
長
世
の
童
謡
を
解
説
・

紹
介
し
、
蒲
生
さ
ん
の
伴
奏
で
童

謡
を
歌
唱
し
ま
し
た
。

　

独
唱
で
は
、
22
年
卒
の
お
元
気

な
坂
田
純
治
さ
ん
を
初
め
８
名
が

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
、
オ
ペ
ラ

の
ア
リ
ア
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
、ポ
ッ
プ
ス
の
数
々
を
熱
唱
。

な
か
で
も
初
参
加
の
43
年
卒
の
玉

澤
健
児
さ
ん
が
ギ
タ
ー
の
弾
き
語

り
で
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で

数
名
が
得
意
の
美
声
を
披
露
し
、

正
午
か
ら
の
５
時
間
が
ま
た
た
く

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
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第
８
回 

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
22
年
11
月
12
日【
金
】開
催

昨年の参加者（H21.11.13）

銀
座
で
お
食
事
と
講
演
の
ひ
と
と
き

第
６
回 

在
京
白
堊
レ
ディ
ス
会
│ 

平
成
22
年
６
月
26
日（
土
）│

　

在
京
白
堊
会
の
秋
の
恒
例
行
事
ゴ

ル
フ
大
会
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
個
人
参
加
、
年
次
で
の
チ
ー
ム

参
加
の
い
ず
れ
で
も
大
歓
迎
で
す
。

特
に
若
い
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
、
帰
り
の
送
迎
バ
ス
内
の
歓

談
が
大
好
評
で
す
。
さ
ら
に
楽
し
い

想
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
是
非
、
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

〈
開
催
要
領
〉

●
期
日　

平
成
22
年
11
月
12
日（
金
）

●
会
場　

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎　

茨
城
県

龍
ケ
崎
市
泉
町
原
口
１
５
９
２-

77　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
２
９
７-

６
４-

０
１
１
０

●
ス
タ
ー
ト　

Ｏ
Ｕ
Ｔ
・
Ｉ
Ｎ
と
も
09
：
15
か
ら

各
６
組
（
募
集
締
切
後
、
参
加
者
に
組
合
せ
・

ス
タ
ー
ト
順
等
を
郵
送
）

●
集
合　

08
：
30
（
時
間
厳
守
）

●
募
集
定
員　

48
名

●
参
加
資
格　

在
京
白
堊
会
員

●
参
加
費　

７
千
円（
懇
親
会
飲
料
代
、賞
品
代
、

在
京
白
堊
会
22
年
度
年
会
費
〈
２
千
円
〉）

●
プ
レ
ー
費　

１
５
，
３
０
０
円
（
概
算
）、
各

自
で
精
算
（
昼
食
代
及
び
懇
親
会
オ
ー
ド
ブ
ル

代
を
含
む
）

●
プ
レ
ー　

18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
。

ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
算
出
。
同

ネ
ッ
ト
は
卒
業
年
次
上
位
。

●
対
抗
戦　

卒
業
年
次
対
抗
戦
と
し
て
行
う
。

１
チ
ー
ム
４
名
の
上
位
３
名
の
合
計
ス
コ
ア
で

順
位
決
定
。（
対
抗
戦
は
３
名
以
上
参
加
の
年
次

の
み
ノ
ミ
ネ
ー
ト
可
能
。
２

名
以
下
で
参
加
の
年
次
は
個

人
戦
の
み
の
参
加
と
す
る
）

●
表
彰　

年
次
対
抗
戦
団
体

優
勝
、
個
人
戦
優
勝
ほ
か
各

賞
多
数

●
送
迎
バ
ス　

東
京
駅
〜
会

場
間
の
往
復
送
迎
バ
ス
（
有

料
：
往
復
３
千
円
、
片
道
１

千
５
百
円
）▽
集
合 

06
：
45

東
京
駅
八
重
洲
口
第
２
鉄
鋼

ビ
ル
前
（
時
間
厳
守
）▽
東

京
駅
発
07
：
00

●
申
込　

個
人
、
チ
ー
ム
自

由
。
但
し
、
卒
業
年
次
一
括

申
込
み
を
歓
迎
。
次
の
事
項

を
明
記
（
様
式
自
由
）し
て

10
月
29
日（
金
）ま
で
に
在

京
白
堊
会
事
務
局
へ（
電
話

連
絡
不
可
）。 

①
氏
名
②
卒
業

年
次
③
連
絡
先
住
所
及
び
電

話
番
号
④
チ
ー
ム
の
場
合
は

代
表
者
氏
名
⑤
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無

　

第
６
回
在
京
白
堊

レ
デ
ィ
ス
会
が
６
月

26
日（
土
）、銀
座
の「
Ｓ

Ｕ
Ｍ-

ｍ
ｉ
高
松
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
は
Ｓ
33
卒
生
。

出
席
者
は
38
名
。
そ

の
う
ち
幹
事
年
度
の

方
が
８
名
。
盛
岡
か

ら
の
参
加
者
は
32
年

卒
、
33
年
卒
が
各
１

名
で
し
た
。

　

司
会
は
鈴
木
芳
子

さ
ん
で
、講
演
は「
死

別
の
悲
し
み
を
越
え

て
」
と
い
う
演
題
で

東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
客
員
教
授
・
柴
孝

也
さ
ん（
Ｓ
33
年
卒
）。

柴
先
生
の
講
演
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
奥
様

に
関
し
て
の
お
話
の

ほ
か
、
衆
議
院
議
員

医
務
室
の
担
当
は
慈

恵
会
医
科
大
学
の
医

師
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
時
の
総
理
大
臣
の
外
遊
に

随
行
し
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

東
京
ド
ー
ム
の
産
業
医
と
し
て
巨

人
の
選
手
た
ち
と
の
交
流
等
、
た

く
さ
ん
の
お
写
真
と
と
も
に
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
楽
し
い
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、記
念
写
真
を
撮
っ

て
懇
親
タ
イ
ム
。
和
食
の
ラ
ン
チ

と
お
し
ゃ
べ
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
幹
事
は
34
年
卒
。
３
月

発
行
の
次
号
会
報
に
開
催
概
要
を

掲
載
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

講師の柴孝也氏を囲んで、参加者のみなさん

　

会
報
28
号
で
ご
案
内
の
通
り
、

今
春
３
月
末
、母
校
硬
式
野
球
部
が
千

葉
に
遠
征
し
ま
し
た
。
３
月
28
日

（
日
）
に
は
父
兄
、、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
、

杉
田
監
督
と
同
期
の
白
堊
38
会
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
約
30
名
が
千
葉

明
徳
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
応
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。
試
合
終
了
後

は
監
督
を
囲
ん
で
激
励
の
懇
親
会
。

　

母
校
硬
式
野
球
部
は
昨
年
の
準

優
勝
に
続
き
、
今
年
も
ベ
ス
ト
４
と

活
躍
し
ま
し
た
が
、
こ
の
躍
進
を

支
え
て
い
る
の
が
こ
う
し
た
遠
征

で
す
。
来
春
の
遠
征
に
も
大
勢
応

援
に
行
き
、
甲
子
園
へ
の
夢
ロ
ー

ド
を
共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

 

応
援
に
30
名
が
駆
け
つ
け
る

硬
式
野
球
部
が
千
葉
に
遠
征

3月28日は午前・千葉明徳、午後・東京
学館新潟の２試合が組まれ、ともに１点
差で勝利。応援にも力が入った。試合後
は、杉田監督（中央）を囲んでの懇親会

参加者募集
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イ
エ
ス
復
活
の
謎
に
迫
る

「
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
の
謎 

│ 

ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
権
威
に
挑
む
│
」

　
　
　

小
河
原　

通
・
著
（
Ｓ
34
卒
）
け
や
き
出
版  

２
０
０
６
年
３
月
刊 

　

２
０
０
４
年
５
月
、
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ

ン
の
「
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」
が

角
川
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
、
ミ
リ
オ

ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
２
０
０
６
年

５
月
に
は
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
主
演
で

映
画
が
世
界
同
時
公
開
さ
れ
、
店
頭

に
は
、「
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」

関
連
の
書
籍
が
山
積
み
に
な
っ
た
。

　

本
書
は
、そ
ん
な
最
中
の
２
０
０
５

年
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
死
に

と
も
な
い
行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ

の
テ
レ
ビ
中
継
に
触
発
さ
れ
て
執
筆

が
開
始
さ
れ
、
２
０
０
６
年
３
月
に

刊
行
さ
れ
た
。ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
権
威
の

源
泉
で
あ
る
天
国
の
鍵（
ク
ラ
ー
ベ
）、

こ
れ
を
マ
タ
イ
福
音
書
に
挿
入
し
た

の
は
誰
か
？
こ
の
史
上
初
の
謎
解
き

が
、
古
事
記
偽
書
説
と
対
比
し
て
展

開
さ
れ
て
い
く
。「
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
・

コ
ー
ド
」
に
魅
了
さ
れ
た
フ
ァ
ン
に
は

垂
涎
の
一
冊
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
わ
れ

わ
れ
は
「
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）
の
謎
」

に
弱
い
の
だ
ろ
う
。「
ダ・ヴ
ィ
ン
チ
・

コ
ー
ド
」
の
ラ
ン
グ
ド
ン
は
宗
教
象

白堊の
本　棚

小
雀
と

軒
先
を
分
け
合
っ
た

不
来
方
の
東
屋

岩
鷹
は
恥
じ
ら
い

青
空
も
な
く

　
　

山
田
武
秋（
Ｓ
42
卒
）

お
袋
と
い
う

大
き
な
庇
護
か
ら

巣
立
っ
て
も

原
点
に
は
い
つ
も

そ
の
心
が
生
き
て
い
る

　
　

伊
奈　

裕（
Ｓ
38
卒
）

立
ち
枯
れ
る
命
た
ち

ぬ
る
く
汚
れ
た

世
の
匂
い

蟻
地
獄
で
あ
が
く

若
者
た
ち
を
悼
む

　
　

光　

平
（
Ｓ
31
卒
）

坂
の
上
に

黄
い
ろ
の
た
め
息

蝋
梅
は

透
明
な
球
体
を

綴
る

　
　

八
十
若
（
Ｓ
22
卒
）
※2010年4月～8月の作品から。作者名はペンネームもあります。

徴
学
者
だ
っ
た
。
本
書
の
作
者
は
、

さ
な
が
ら
「
ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
」

の
ラ
ン
グ
ド
ン
よ
ろ
し
く
、
コ
ン
ク

ラ
ー
ベ
の
「
天
国
の
鍵
」
に
秘
め
ら

れ
た
象
徴
の
謎
を
解
く
こ
と
で
、
イ

エ
ス
復
活
の
謎
を
読
み
解
く
。
そ
の

縦
横
無
尽
な
碩
学
と
筆
さ
ば
き
の
見

事
さ
は
、
息
を
つ
が
せ
な
い
ほ
ど
の

面
白
さ
だ
。
謎
解
き
の
情
熱
の
源
泉

を
、
作
者
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

  「
聖
書
は
、旧
約
も
新
約
も
で
す
が
、

数
多
く
の
寓
意
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

‥

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
こ
れ
ら
の
寓
話

は
歴
史
的
事
実
で
す
。
し
か
し
、
私

を
含
む
大
部
分
の
日
本
人
に
と
っ
て

は
、
す
べ
て
の
奇
跡
話
は
寓
意
に
し

か
過
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
寓
意
を

読
み
解
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

そ
の
謎
解
き
は
記
紀
神
話
に
も
及

ぶ
。
著
者
は
〝
脱
線
〞
と
断
る
が
、

日
本
の
古
代
史
へ
の
言
及
も
実
に
興

味
深
い
。
例
え
ば
最
近
、
中
国
が
沖

縄
を
自
国
領
土
と
主
張
、
日
本
に
返

還
を
求
め
る
論
文
を
発
表
し
話
題
に

な
っ
た
が
、
北
京
政
府
は
韓
国
に
も

同
じ
主
張
を
突
き
つ
け
て
い
た
。
本

書
で
は
そ
の
根
拠
も
分
か
る
。

　
「
聖
書
神
話
」
と
「
記
紀
神
話
」

の
常
識
へ
挑
戦
し
た
本
書
は
、
象
徴

や
寓
意
に
は
極
め
て
重
要
で
デ
リ

ケ
ー
ト
な
謎
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
書
で
も
あ
っ
た
。

　

本
会
報
の
題
字
で
お
馴
染
み
の

浅
沼
一
道
さ
ん
が
母
校
に
校
歌
を

揮
毫
し
た
六
曲
一
双
屏
風
を
寄
贈
、

４
月
７
日
（
水
）
の
母
校
入
学
式

当
日
、
演
壇
の
上
に
飾
ら
れ
、
全

校
生
徒
の
前
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

 

浅
沼
榮
一（
号
・一
道
）さ
ん
（
Ｓ
27
年
卒
）

母
校
に
校
歌
屏
風
を
寄
贈

　

森
知
英
さ
ん
が
、
４
月
８
日
、

鶴
見
の
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
で

花
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
、
シ
ョ

パ
ン
の
「
ノ
ク
タ
ー
ン
」
や
リ
ス
ト

の
「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
」
な
ど
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
名
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

鶴
見
大
学
の
藤
沢
文
有
さ
ん
（
Ｓ

50
卒
）の
企
画
で
今
年
初
め
て
実
現

し
た
も
の
で
、
会
場
の
鶴
見
大
学

記
念
館 

記
念
ホ
ー
ル
は
満
席
の
大

盛
況
。
恒
例
行
事
と
な
り
そ
う
で

す
。
横
浜
方
面
の
方
は
、
来
年
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

 

ピ
ア
ニ
ス
ト
森
知
英
さ
ん
（
Ｓ
63
年
卒
）

総
持
寺
で
花
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト

　

浅
沼
さ
ん
は
、
昨
年
甲
子
園
に

出
場
し
た
菊
池
雄
星
ら
花
巻
東
高

校
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
右
腕
に

「
岩
手
」
の
２
字
を
揮
毫
。
ま
た
、

今
年
３
月
16
日
〜
21
日
、
東
京
銀

座
画
廊
美
術
館
７
階
で
開
催
し
た

「
浅
沼
一
道
喜
寿
記
念
展
」
で
は
広

い
会
場
の
壁
面
い
っ
ぱ
い
を
占
め

る
大
作
を
発
表
す
る
な
ど
、
現
在

も
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

（写真上）4月7日の母校入学式で全校生徒に披露された
浅沼一道さん揮毫の校歌屏風。舞台上の「忠実自彊」の額
も浅沼さんの揮毫。（写真下）「浅沼一道喜寿記念展」に
出展された校歌屏風（写真提供／谷村邦久さん・S41卒）

コンサート終了後、森知英さん（右から4人目）と記念撮影

小河原 通・著
「コンクラーベの謎」
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創
立
１
３
０
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
、私
た
ち
が
掲
げ
た
総
会
テ
ー

マ
は
「
世
代
を
超
え
て
、心
を
一
つ
に
、

語
り
、
歌
い
、
踊
り
、
よ
り
強
い
白

堊
の
絆
を
紡
ぐ
」
│
│

　

当
日
は
朝
か
ら
快
晴
で
、
２
９
４
名

が
参
加
。
ご
来
賓
と
し
て
盛
岡
よ
り

千
葉
研
二
校
長
、
白
堊
同
窓
会
の
安
達

孝
一
会
長
の
ほ
か
、
恩
師
の
野
村
武
士

先
生
、
高
野
千
俊
先
生
、
櫛
井
征
四
郎

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

総
会
議
事
は
つ
つ
が
な
く
完
了
し
、

鏡
開
き
・
乾
杯
を
も
っ
て
懇
親
会
に
移

行
。
鏡
開

き
に
使
っ

た
樽
酒
は

私
た
ち
53

卒
と
縁
の

深
い
廣
田

酒
造
の「
純

米
吟
醸
酒・

紫
波
ほ
乃

香
」で
す
。

　

今
回
の

懇
親
会
で

2010総会報告

の
主
要
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
『
土

人
踊
り
』。
本
会
場
の
隣
「
さ
く
ら
の

間
」
で
は
、
同
期
生
の
書
画
・
写
真

の
作
品
と
共
に
『
土
人
踊
り
』
の
発

祥
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返

る
資
料
を
展
示
し
、
ま
た
、
53
卒
が

在
校
時
に
、
岩
手
放
送
に
よ
り
製
作

さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
（『
白
堊
城
の
土

人
た
ち
』）
を
上
映
、
ご
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の『
土
人
踊
り
』

も
、予
想
を
超
え
る
先
輩
後
輩
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
十
分
に
ご
堪
能
い

た
だ
い
た
こ
と
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、『
土
人
踊
り
』
は
現
在
『
猛

者
踊
り
』
と
名
称
を
替
え
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
企
画
で
は
「
差
別
は
言

葉
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
心
の
中
に

あ
る
」と
い
う
考
え
か
ら
、敢
え
て『
土

人
踊
り
』
と
い
う
呼
び
方
と
い
た
し

ま
し
た
。

　
『
土
人
踊
り
』
は
既
に
在
京
白
堊
会

の
中
に
だ
け
命
脈
を
保
っ
て
い
ま
す
。

次
に
行
わ
れ
る
の
は
ほ
ぼ
５
年
後
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
が
『
一
高
魂
』

の
継
承
と
い
う
意
味
で
も
、
今
後
も

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

次
年
度
担
当
の
54
年
卒
の
皆
さ
ん

は
、
ま
さ
に
意
気
軒
昂
な
学
年
世
代

で
す
の
で
、
今
年
に
も
増
し
て
活
気

に
満
ち
た
総
会
に
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
が
準

備
期
間
に
受
け
た
先
輩
方
の
支
援
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
今
後
も
後
援
に
回

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　

  （
53
年
卒
幹
事
団
一
同
）

土人踊りで
育まれた
盛中・一高魂

S53卒幹事団

5月8日（土）東京グリーンパレス
294名が集う

盛り上がったアトラクションの「土人踊り」

S54年卒以降
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S32年卒以前

S33～41年卒

S42～48年卒

S49～52年卒


	白堊29表1p.pdf
	白堊29WEB2P用
	白堊29WEB3P用
	白堊29WEB4P用
	白堊29WEB5P用
	白堊29WEB6P用

